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貴財団資金のサポートで、私が 2017 年 11 月 24 日から 12 月 8 日

の間に名古屋大学を訪問し、名古屋市にある五つの社会的企業（NPO

法人アスクネット、NPO 法人ポパイ、NPO 法人ドリーム、 特別養護

施設 think body Japan とわっぱの会）を聞き取り調査を実施し、愛

知県県民生活部社会活動推進課にも中部地域のソーシャルビジネス

政策についても調査をこなった。12 月 3 日に、東京の渋谷に開催さ

れているソーシャルビジネスの集まり（Social Impact for 2020 

and beyond Gathering)にも出席し、多くの社会的企業、NPO の責任

者と交流することができた。2018 年 4 月から関西学院大学で社会的

企業という講義を教えながら、大阪 NPO センターなどでソーシャル

・ビジネスの発展について聞き取り調査を行った。 

 資料収集と現地調査を通して、日本中部地域の社会的企業の発展

について以下のようにまとめることができる。第一、わっぱの会の

ような労働統合型社会的企業（WISE）がアジアの他の国と比べかな

り早い段階で活躍し、社会福祉政策に関して大きなソーシャル・イ

ンパクトを発揮してきた。第二、少子高齢化の進みによって、社会

的企業が福祉領域に活躍する可能性が大きい。調査を通して、ソー

シャル・ビジネスの発展する空間が大きいことがわかった。第三、

地域によって、社会的企業の発展に対する地方政府の促進策がかな

り差があり、東京と大阪と比べて、名古屋を中心とする中部地域で

は保守的ともいえ、具体的な促進策が少ない。 
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